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堤体盛土
φ2～50mm程度の亜円,角礫を主体
とする
0.6m以深,φ100～150mm程度の玉
石が点在する
2.8n付近までは乾いた状態で,礫間
は細砂でなる
2.8m以深はやや細粒分の混入が多
くなる

礫はφ2～75mm程度の亜円,亜角礫
からなりφ10～30mm程度の礫が
多い
φ100mm前後の玉石が点在する
礫間は中,粗砂および若干の粘土で
充填される
礫種は硬質な古期岩(チャート,砂岩
,頁岩等)主体である
4.15m以深は含水多く,孔壁の崩壊
が著しい

礫はφ2～50mm程度の亜円礫,亜角
礫が主体である
礫間は粗砂および粘土で充填され
ている
φ100～150mm程度の玉石が2mに
1～2個程度点在する
8.70～9.10m間は礫径φ10mm程度
で,粘土の混入が非常に多い
9.80～12.30m間は,粘土および砂の
混入が多い
含水多く,掘削水の逸水や孔壁の崩
壊が若干みられる
15.35m以深,粘土の混入が多い

粘性大きい,含水多く軟らかい
全体に砂混じりで,φ5～10mm程度
の亜円礫が点在する
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53.07 3.70 19.80
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粘性大きい,含水多く軟らかい
全体に砂混じりで,φ5～10mm程度
の亜円礫が点在する
礫はφ2～50mm程度の亜円礫,亜角
礫が主体である
φ10～30mm程度の礫の混入が多
い
泥砂岩質の風化礫混じる
礫間は粘土および粗砂で充填され
ている
18.10～18.40m間で掘削水が一時
逸水する
孔壁の自立性は概ね高い

粘性非常に大きく,含水多い
粘土自体は軟らかい
φ5～10mm程度の亜円礫が混じる

礫はφ2～50mm程度の亜円礫,亜角
礫が主体である
泥砂岩質の風化礫が混じる
礫間は粘土および粗砂で充填され
ている
24.80～25.00m間は粘土の混入多
い
24.00～24.40m間
,26.00～26.50m間では掘削水が逸
水する
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